
プティ ヴィラージュが行う事業 

 

 

プティヴィラージュは、社会的養護の一翼を担う存在です。 

社会的養護とは、「本来、子どもが持ちうるべき家族機能が脆弱、もしくはない場合、国や社会が本来の家庭に代

わって子どもを養護する」ことです。 

プティヴィラージュは、児童養護施設米山寮時代を含めて約半世紀、1000 人以上の子ども達を本来の家族に代わ

り養育してきました。 

 

平成 20 年 2月 29 日現在 入所理由別 プティ ヴィラージュ入所児童数 

入所理由         入所年数 0～1年 1～2年 2～3年 3～4年 4～5年 5 年以上 計 

虐待・ネグレクト 1 5 3 1 1 2 13 

保護者死去・不明 1 0 0 0 1 0 2 

養育困難 4 9 5 4 0 3 25 

養育放棄 0 1 0 0 2 2 5 

計 6 15 8 5 4 7 45 

 

H15 年度～H19年度 入所理由別 プティ ヴィラージュ入所児童数 

     入所理由 

 

年度 

虐待・ネグレクト 保護者死去・不明 養育困難 養育放棄 計 

入所 

人数 

うち、既

に退所 

入所 

人数 

うち、既に

退所 

入所 

人数 

うち、既に

退所 

入所 

人数 

うち、既に

退所 

入所 

人数 

うち、既に

退所 

H15 年度 4 1 1 1 13 12 0 0 18 14 

H16 年度 5 4 0 0 16 3 0 0 21 7 

H17 年度 8 4 0 0 8 3 0 0 16 7 

H18 年度 6 3 0 0 14 10 1 0 21 13 

H19 年度 1 0 1 0 4 0 0 0 6 0 

計 24 12 2 1 55 28 1 0 82 41 

 

 

とはいえ、子ども達は保護者と暮らしたいのだという想いを我慢して暮らしています。保護者と離れて暮らさせている状

況は、間違っているのではないかと思います。しかし社会的養護の必要な児童は、残念ながら年々増えています。 

 

「本当は本来の保護者と一緒に暮らしたい」…なぜ、子ども達はそれを望むのでしょうか。それは、保護者を初めとした

家族の豊かな人間関係の中で、子ども達は暮らしたいからです。いわば、自分を生んでくれた保護者や兄弟といった、

子どもが一番大事にしたいと思っている存在である家族から愛されたい、愛される実感を持ちたい…なぜなら、それが

心地よいからです。そして、豊かな人間関係の中で暮らすことが心地よいことがわかっていれば、子ども達が大人になり、

保護者になっても、自分の家族と豊かな人間関係の中で暮らしたいと思うのではないでしょうか。 

 

そこで、私達 プティヴィラージュは、今、保護者と暮らすことを我慢しなければならない、社会的養護が必要な子ども

達に対し、プティヴィラージュは以下の支援をします。 

① 本来家族が持つべき「豊かな人間関係」がある環境を用意し、豊かな人間関係の中で、いきいきと日々暮らす

ことができる。…養育事業 

② 本来の家族と暮らせないことにより、また、虐待やネグレクト等の影響により受けたダメージ等により生じる日々の

暮らしでの生きにくさを緩和する。…治療事業 



③ 本来の家族とのつながり（人間関係）を少しずつでも豊かになるように保護者に助言、指導を行ったり、家族療

法を行う。あるいは、本来の家族とのつながりが見込めない場合、里親依託支援を行う。…家族再統合事業 

④ 将来の職員養成のための実習や講義の受け入れ、関係機関、団体の人材育成支援（講演等） 

…地域貢献事業 

 

プティ ヴィラージュが行う支援３事業(養育事業・治療事業・家族再統合事業)の関連性 

 

  

    

養育事業 

治療事業 
家族 

再統合事業 

心理療法、表現療法をする 

ことにより、日々の暮らしの 

生きにくさを緩和すること 

で、日々の暮らしに 

好影響を与える 

       日々の暮らし 

      を通して、基本 

    的信頼感を構築す 

  ることで、療法に対 

 して、好影響を与 

える 

家族との 

つながりが 

豊かになる 

ことにより、 

日々の暮らしに 

好影響を与える。 

心理治療をする中で、心の傷を回復する(癒す)ことで、家族再統

合に好影響を与える。 

家族とのつながりが豊かになることにより、療法に対して 

好影響を与える。 

 

日々の暮らしにより、子ども

本人が豊かな人間関係の

中で暮らすことで、豊かな 

人間関係を学び、豊か 

な人間関係を構築し 

やすくなり、家族再 

統合に好影響を 

与える。 

 


